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１．概要 

 有機フッ素化合物であるペルフルオロオクタンスルホン酸（以下「PFOS」とい

う。）及びペルフルオロオクタン酸（以下「PFOA」という。）について、水道水に

おいては、2020 年（令和２年）に水質管理目標設定項目として、その暫定目標

値が PFOS 及び PFOA の合算値で 50ng/L 以下（※）と設定された（参考１）。水質

管理目標設定項目は、将来にわたり水道水の安全性の確保等に万全を期する見

地から、評価値が暫定である場合や検出レベルは高くないものの水質管理上留

意すべき項目等について、水質基準に係る検査に準じて、体系的・組織的な監視

によりその検出状況を把握し、水道水質管理上留意すべき項目として定められ

ているものである。 

 本資料は、水道において PFOS 及び PFOA が検出された場合に水道事業者、水

道用水供給事業者及び専用水道の設置者（以下「水道事業者等」という。）が取

りうる方策等に関して、参考となる資料を提供するため、水道事業者等によるこ

れまでの PFOS 及び PFOA 対応事例を取りまとめた。 

 

（※）当時の科学的知見に基づき、水からの PFOS 及び PFOA の摂取量を全摂取

量の 10％、体重 50kg の人が水を一生涯にわたって毎日２リットル飲用し

たとしても、この濃度以下であれば人の健康に悪影響が生じないと考えら

れる水準を基に設定されたもの。 

 

２．PFOS 及び PFOA の検出状況について 

 2020 年度（令和２年度）水道統計、2021 年度（令和３年度）水道統計に基づ

き、水道事業者及び水道用水供給事業者が、水道原水又は給水栓水で実施した水

質検査の結果を取りまとめると以下のとおりである。 

また、現在、国土交通省は、環境省と共同で、水道施設における PFOS 及び PFOA

の検出状況等を把握することを目的に、2024 年（令和６年）５月 29 日付け事務

連絡「水道における PFOS 及び PFOA に関する調査」（参考２）により、全国の水

道事業者等を対象に実態調査を実施している。 
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図１．2021 年度(令和３年度)水道（原水）における PFOS 及び PFOA の検出状況(水道統計) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．2021 年度(令和３年度)水道（浄水）における PFOS 及び PFOA の検出状況(水道統計) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．2020 年度(令和２年度)水道（原水）における PFOS 及び PFOA の検出状況(水道統計) 

（注）N.D.（定量下限値）は測定地点によって異なる（１,２,５又は10ng/L未満）。

（注）N.D.（定量下限値）は測定地点によって異なる（１,２,５又は10ng/L）

（注）N.D.（定量下限値）は測定地点によって異なる（１,２,５又は10ng/L）

（注1）N.D.（定量下限値）は測定地点によって異なる（１,２,５又は10ng/L）
（注2）令和6年度第1回水質基準逐次改正検討会　資料1ｰ2引用
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図４．2020 年度(令和２年度)水道（浄水）における PFOS 及び PFOA の検出状況(水道統計) 

 

３．水道事業者等による対応について 

 2020 年度（令和２年度）水道統計、2021 年度（令和３年度）水道統計、水道

事業者等のホームページにおいて、水道原水や給水栓水等で暫定目標値を超過

した事例について、水道事業者等が実施した主な対応を分類・整理し取りまとめ

た。 

多くの場合、水道事業者等において、PFOS 及び PFOA が暫定目標値を超えて検

出された水道水源からの取水を停止・減量し、代替水源に切り替える等の水運用

により暫定目標値以下となるよう水質管理を行っている。また、一部の水道事業

者等では、粒状活性炭や粉末活性炭による浄水処理の強化により暫定目標値以

下となるよう水質管理を行っている。各事業者の対応の詳細については、別添の

事例集として取りまとめた。 

水道事業者等が、本事例集に記載された対応を参考にするにあたっては、各水

道事業者等の水道施設の設置状況や PFOS 及び PFOA の検出場所、検出濃度等に

応じて、取り得る対応が異なる点に留意する必要がある。 

なお、本事例集で取り上げたすべての水道事業者等では、現在、給水栓におい

て、PFOS 及び PFOA の暫定目標値(50ng/L)以下で給水されている。 

 

３．１ 応急的対応事例 

 水道事業者等による応急的対応としては、①水道水源から給水栓に至る各段

階での水質検査を強化することによる検出状況の把握、②検出濃度の高い水道

水源から他の水道水源への取水に切替える等の水運用による対応、③粉末活性

炭の投入など既存の浄水処理施設を活用した浄水処理の強化、④住民への周知

等の対応を実施することなどであった。 

（注）N.D.（定量下限値）は測定地点によって異なる（１,２,５又は10ng/L）
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 以下に、水道事業者等における具体的な対応事例を示した。 

①水質検査の強化による検出状況の把握 

 ○浄水場出口水で暫定目標値を超過したため、水道原水、浄水場出口、給水栓

において水質検査を実施し、検出状況を把握 

○給水栓で暫定目標値を超過したため、水道水源である各井戸や表流水等で水

道原水の水質検査を実施し、検出状況を把握 

 

②既存の他の水道水源からの取水への切替え等 

○所有する複数の井戸のうち、特に PFOS 及び PFOA の濃度が高い井戸からの

取水を停止し、残りの井戸からの取水を増やし、暫定目標値を超えないよう

に給水を実施 

○PFOS 及び PFOA が検出された井戸からの取水を停止し、その代替水源として

水道用水供給事業からの受水を増量 

○PFOS及びPFOAが検出された河川水からの取水を減らし、地下水からの取水、

水道用水供給事業からの受水を増量 

○河川の水量が増え、PFOS 及び PFOA の濃度が下がったタイミングで河川水を

取水し、水道原水を貯水池に貯水 

○暫定目標値を超過した水道水源を停止した後に給水栓で水質検査を実施し、

PFOS 及び PFOA が検出されないことを確認 

○専用水道において、水道水の利用に切り替え 

 

③既存の浄水処理施設の浄水処理の強化（※） 

 ○河川から取水した水に浄水場で粉末活性炭を投入し、PFOS 及び PFOA を除去 

 ○粒状活性炭の交換周期を短縮し、PFOS 及び PFOA の安定的な除去率を確保 

 ○浄水場において沈殿池や急速ろ過池の洗浄、粒状活性炭の入替や配水池の

洗浄を実施 

 

（※）便宜的に新たな施設整備を伴わないものを応急的対応、施設整備を伴うも

のを中期的対応と整理した。 

 

④住民への周知、飲用制限措置等 

○飲用制限措置を行った地区への放送、自治会を通じての通知、給水所による

応急給水と事業所への給水を実施 

○水質検査の結果や応急的対応等のホームページへの掲載やマスコミへの情

報共有 

○水質検査の結果や水道水源の切替等について、地域の自治会長等に説明し、
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回覧板で住民に周知 

 

※ 住民への情報提供にあたっては、PFOS,PFOA に関する Q&A 集（2024 年（令

和６年）８月時点）（環境省、PFAS に対する総合戦略検討専門家会議）（参考

３）が参考となる。 

https://www.env.go.jp/content/000242834.pdf 

 

３．２ 中期的対応事例 

水道事業者等による中期的対応としては、①定期的な水質検査を継続するこ

とによる PFOS 及び PFOA の濃度レベルの把握、②新たな水道水源の確保、③新

たな浄水処理施設の整備、④住民への周知等の対応を実施することなどであっ

た。 

 以下に、水道事業者等における具体的な対応事例を示した。 

 

①定期的な水質検査の継続による PFOS 及び PFOA の濃度レベルの確認 

○水道原水の水質の監視を継続的に実施し、濃度の推移を把握するとともに、

全ての配水系統の給水栓で水質調査を実施し、目標値の遵守を確認 

○年に 1回、浄水場の着水井において水質検査を実施 

○超過した水源周辺の地下水の現況（地下水位、流動状況、水質）を調査 

 

②新たな水道水源への切替え等 

○新たな水道水源の確保に向け、取水方法等（新たな井戸の掘削、浄水処理施

設の設置、水運用の変更等）に関する専門家会議を設置 

○PFOS 及び PFOA が検出された配水系統と別系統との間の連絡管を整備予定 

○水道用水供給事業から受水するための施設整備を実施予定 

○浄水場休止後も水道原水の水質検査を定期的に確認したが、目標値超過が続

いため、浄水場を廃止し、応急的に実施した水道用水供給事業からの受水へ

の切替を恒久化 

 

③施設整備を伴う浄水処理の強化 

○浄水場の浄水処理フローを変更し、PFOS 及び PFOA が検出された水道水源か

らの水に粒状活性炭の処理を実施 

○より高機能な粒状活性炭の導入による更なる濃度の低減 

○処理技術の性能に関する試験を実施する民間企業を募集。有識者委員会を開

催し、中期的な対策方針を決定予定 
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【参考】PFOS 及び PFOA の処理技術に関する情報について 

○ 我が国の水道における PFOS 及び PFOA の処理技術としては、粒状活性炭  

処理、粉末活性炭処理が活用された事例がある。その他、イオン交換処理や

膜分離技術(NF 膜/RO 膜)は、PFOS 及び PFOA を処理できるとの報告がある。

ただし、特に膜分離技術(NF 膜/RO 膜)の導入にあたっては、濃縮された排水

の適正な処理について検討することが必要となる。 

○ 特に使用済の活性炭、膜、イオン交換樹脂等の水処理によって生じる廃棄

物については、適正に処理することが重要である。 

○ 各処理技術の詳細については、（公財）水道技術研究センターの「水道に

おける PFAS の処理技術等に関する研究会（座長：山村寛・中央大学人間総

合理工学科教授）」が 2023 年（令和５年）11 月に公表した「水道における

PFAS の処理技術等に関する資料集」が参考となる。また、同センターは、

2024 年（令和６年）９月から水処理における有機フッ素化合物(PFAS)の除

去等に関する研究（Aqua-PFAS プロジェクト）を実施している。 

https://www.jwrc-net.or.jp/research-development/p-ken/outline.html  
 

④住民への周知、環境部局と連携した対応等 

○水質検査の結果や対応の経緯等をホームページへの掲載やマスコミへの情

報提供 

○定例記者会見を行い対応を報告・説明 

○市内の地区ごとに開催しているまちづくりミーティングに出席・説明 

○環境部局と連携し、環境部局から市内泡消火薬剤取扱事業者、消防設備の設

置者に取扱い適正・処分通知の発送 

○環境部局と連携し、水源から半径 500m 以内の井戸及び用水で水質調査を実

施し、暫定指針値を超過する井戸・環境水がないことを確認 

○関係部局（環境部・保健所・水道局）による連絡調整会議の設置・開催 

 

※ 検出地点の周辺井戸の設置者への飲用指導等のばく露防止の取組や汚染

範囲の把握等の追加調査の実施等については、「PFOS 及び PFOA に関する

対応の手引き」（2020 年（令和２年）６月環境省・厚生労働省）」（参考４）

が参考となる。 
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■大規模事業体
・長野県長野市・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ①
・兵庫県明石市・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ②
・沖縄県企業局・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ③

■中規模事業体
・神奈川県座間市・・・・・・・・・・・・・・・・・ ④
・群馬県渋川市・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ⑤
・岐阜県各務原市・・・・・・・・・・・・・・・・・ ⑥
・愛知県北名古屋水道企業団・・・・・・・・・・・・ ⑦
・三重県桑名市・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ⑧
・大阪広域水道企業団（四條畷水道事業）・・・・・・ ⑨
・兵庫県宝塚市・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ⑩

■小規模事業体
・岡山県吉備中央町・・・・・・・・・・・・・・・・ ⑪
・沖縄県金武町・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ⑫

※大規模事業体：現在給水人口25万人以上、水道用水供給事業
中規模事業体：現在給水人口５万人以上25万人未満
小規模事業体：現在給水人口５万人未満

※

※

本事例集は、各水道事業者における当時の対応状況をまとめたものであっ
て、水道施設の設置状況やその後の知見の集積などにより、実施すべき対応
は異なる点に留意する必要がある。
本事例集で取り上げたすべての水道事業者等において、現在、暫定目標値以
下で管理されている。

別添

PFOS及びPFOAに関する水道事業者等による対応事例集
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①長野県長野市

事業体区分 上水道事業 事業規模 大規模

水源種別

浄水処理方法

HP

深井戸水

塩素消毒のみ

https://www.city.nagano.nagano.jp/n705000/suido/p000878.html
https://www.city.nagano.nagano.jp/n705000/suido/p000879.html

概要

【検出状況】
・令和２年８月（採水日）主要な給水区域である市内３地点の給水栓で調査を実施し
 たところ、松代町寺尾で58ng/Lを確認。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・令和２年10月 水質検査結果を受けて詳細な水源調査を実施した結果、川合新田水
 源の一部の井戸で、暫定目標値を超過していることを確認。川合新田水源には６本
 の井戸があり、その内、特に濃度が高い２本の井戸（１、４号井）の取水停止を実
 施。
・その後、水源出口及び給水栓において暫定目標値を超過していないことを確認した
 上で給水を継続。
 ※停止２本を除く４本の井戸で稼働時間を延ばし取水量を増量しているため、井
  戸・ポンプ設備に過剰の負荷が発生。
 ※計画取水量24,000m3/日に対し、18,000m3/日まで取水量が低下しており、新
  たな水源確保が必要。
・各井戸、水源出口、給水栓水の水質監視の強化（毎月調査）。
・令和２年12月 上下水道局の緊急対応と水質試験結果をHPに掲載。以降、給水栓
 水におけるPFOS及びPFOAの水質試験結果を随時公表。

【中期的対応】
・令和３年３月 水安全計画でPFOS及びPFOAの水質管理基準を25ng/L未満［市
       独自の管理基準設定］と定め、監視を強化し運転管理を実施。
・令和４年11月 他の水源からの取水により川合新田水源の給水区域の縮小。
・令和５年２月 定例記者会見において長野市の対応を報告。
・令和５年６月 定例市議会（建設企業委員会）で経過を報告。
・令和５年６月 川合新田水源及びその周辺部での地下水調査の実施。
・令和５年７月 長野市川合新田水源の取水方法等検討専門家会議の設置、HPで
        公表。
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概要

・令和５年７月 地下水位の連続測定及び、PFOS及びPFOAをモニタリングするた
        めに水源地内に観測孔を６本設置（２地点に３段階の深度）。
・令和６年３月 水源地場外に観測孔を４地点設置。
・今後、長野市川合新田水源の取水方法等検討専門家会議で意見を伺い、上下水
 道局として取水方法等（新たな井戸の掘削、浄水処理施設の設置、水運用の変
 更等）の対策を決定する計画。

【その他】
・環境部局と連携し、環境部局から市内泡消火薬剤取扱事業者、消防設備の設置者
 に取扱い適正・処分通知を発送したほか、川合新田水源から半径500m以内の井戸
 及び用水で水質調査を実施した結果、暫定指針値を超過する井戸・環境水は確認さ
 れなかった。
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②兵庫県明石市

事業体区分 上水道事業 事業規模 大規模

水源種別

浄水処理方法

HP https://www.city.akashi.lg.jp/suidou/s_jousui_ka/index.html

明石川浄水場：原水⇒凝集沈澱⇒オゾン⇒粒状活性炭⇒急速ろ過⇒浄水
鳥羽浄水場：原水⇒生物処理⇒粉末活性炭⇒凝集沈澱⇒急速ろ過⇒浄水

湖沼水、深井戸水、用供受水

概要

【検出状況】
・明石川浄水場及び鳥羽浄水場の原水（河川系原水と地下水系原水の混合水）で
 暫定目標値を超過。
・浄水（給水栓）では超過なし。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・河川水取水口、貯水池のPFOA濃度を1回/月測定、明石川浄水場系統の地下水系
 原水のPFOA濃度を４回/年測定。（PFOSの検出は極僅かのため、PFOAのみ
 測定）。結果として河川水原水が高濃度であることが判明。
・明石川浄水場：河川水/地下水比率のうち地下水比率を増加（令和２年度）。
 鳥羽浄水場：河川水/地下水/水道用水供給事業からの受水のうち受水の比率を増
       加（令和２年度）。
・明石川浄水場：高度処理施設の粒状活性炭の交換周期を短縮し、PFOS及び
        PFOAの除去率を向上。
 鳥羽浄水場:河川から取水した水道原水に粉末活性炭を投入した上で浄水場に送水
・降雨後、明石川の水量が多く、PFOS及びPFOA濃度が低くなる際に積極的に河川
 から直接取水し、野々池貯水池（水道原水貯水池）に貯留している水のPFOS及び
 PFOAを低減させ、さらに浄水場内で地下水と混合することにより濃度を低減。
・HPで公開。河川水が高濃度であっても、浄水処理により水道水には問題ない旨、
 都度説明。

【中期的対応】
・明石川河川水は水量・水質ともに不安定なため、令和７年度から、水源を明石
 川河川水の取水から、阪神水道企業団からの水道水の受水に切替え、河川水か
 らの取水量を大幅に低減し、令和10年度中には、明石川河川水からの取水を完
 全に廃止する予定。
・直近の測定では５～10ng/L以下に抑制。
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③沖縄県企業局

事業体区分 水道用水供給事業 事業規模 大規模

水源種別

浄水処理方法

HP https://www.eb.pref.okinawa.jp/opeb/309/619
https://www.eb.pref.okinawa.jp/water/82/3017

北谷浄水場：表流水(自流)､ダム(直接)､浅井戸､海水

概要

【検出状況】
・平成26年２月にPFOS及びPFOAの水質検査態勢を確立し、実態を把握するための
 調査を開始。
・令和３年12月に浄水場原水で暫定目標値を超過。
 水質検査の結果は、水道水源（中部水源（比謝川210ng/L、長田川256ng/L、嘉手
 納井戸群 52ng/L））、大工廻川（比謝川支流）937ng/L、北谷浄水場原水
  75ng/L（表流水、ダム水の混合水）、北谷浄水場浄水 35ng/L。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・PFOS及びPFOAの濃度が低い水源からの取水を増量

【中期的対応】
・令和４年度まで、４箇所の水源と北谷浄水場浄水及び原水について１回/週の頻度
 で水質検査を実施。令和５年度からは、水源の取水状況に応じて１回/週～
 １回/月の頻度で実施。

原水⇒凝集沈澱⇒急速ろ過⇒オゾン⇒粒状活性炭⇒浄水

参考：北谷浄水場水源略図

浄水場

ダム

ダム

ダム
長田 比謝

天願

大工廻

嘉手納井戸群

硬度低減化施設
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概要

 
・沖縄本島内のダム貯水率が高い時期に、濃度が高い水源からの取水を停止･抑制
 し、ダム水からの導水を増量。
・令和２年７月、嘉手納井戸群原水の浄水場内の流路を切り替えて、粒状活性炭処
 理を実施。
・粒状活性炭の定期的な取り替え。
・粒状活性炭処理に関する吸着実験や物性試験結果による研究結果を基に設計した
 PFOS等吸着に適した粒状活性炭の導入。
・令和６年３月、長田川取水ポンプ場の取水堰工事によるPFOS及び
 PFOAの濃度が高い河川下流部から取水口への河川水の回り込みの防止。

【その他】
・水源モニタリング調査の実施
・ホームページでの水質検査の結果等を公表
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④神奈川県座間市

事業体区分 上水道事業 事業規模 中規模

水源種別

浄水処理方法

HP

塩素消毒のみ

https://www.city.zama.kanagawa.jp/kurashi/suidou/josuidou/suishitsu/1002414.html

浅井戸、深井戸、用供受水

概要

【検出状況】
・令和３年10月に第３水源（原水）において、暫定目標値の超過（100ng/L）を確
 認。
・他の水源では暫定目標値の超過なし。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・令和３年11月に暫定目標値超過の第３水源（原水）からの取水を一時的に停止。
 その代替水源として神奈川県営水道からの受水を増量。
・水運用の中で他の水源の割合を上げることにより、配水場出口および管末給水栓
 で暫定目標値を下回るよう管理。
・水質検査結果は、全てHPにて、市の取組、水質検査結果、今後の取組等につ
 いての情報を公開。
・水質検査結果は、県、環境部局に情報共有を実施。

【中期的対応】
・令和４年度からは、原水、配水場出口、管末給水栓（蛇口）において、PFOS
 及びPFOAの検査回数を強化し、監視（第３水源１カ月に１回、その他の水質
 検査地点３カ月に１回）。
・浄水処理方法の改善等について検討中。
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⑤群馬県渋川市

事業体区分 上水道事業 事業規模 中規模

水源種別

浄水処理方法

HP

概要

【検出状況】
・令和２年11月に渋川９号井の井戸用取水ポンプの更新後、揚水量が増加したこ
 とによるものと推察されるがPFOS及びPFOAの値が上昇し、令和３年７月の検
 査で水道原水で暫定目標値を超過。
・浄水（給水栓）では超過なし。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・令和３年７月にバルブ操作により揚水量を減量したことでPFOS及びPFOAの値
 が減少。
・群馬県水道水質監視検査事業（※）に加え、市の独自調査により、井戸、浄水
 について臨時の水質検査を実施。
・群馬県水道水質監視検査事業により水質検査結果を共有。
・マスコミへの情報提供を実施。
（※）将来にわたり水道水源の安全性を確保するため、県と水道事業者（市町村
   （市町村のみを構成団体とする一部事務組合を含む）及び県企業局）が協
   力し、全県的な水質監視を実施するもの。

【中期的対応】
・令和３年度から、全ての井戸を対象に検査を年1回実施。
・令和６年度から、渋川９号井においては年５回及び、有馬給水区域の浄水にお
 いても年５回の検査を実施。
・市のホームページで水質検査結果を公表
・県水道行政担当部局、コンサルタント、水処理メーカーと協議をし、対策を
 検討。

https://www.city.shibukawa.lg.jp/kurashi/jyougesuidou/suidou/p011737.html

塩素消毒のみ

表流水(自流)､伏流水､湧水､深井戸水､原水受水､浄水受水
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⑥岐阜県各務原市

事業体区分 上水道事業 事業規模 中規模

水源種別

浄水処理方法

HP

概要

【検出状況】
・令和２年11月に原水で暫定目標値超過（99ng/L）を確認。以降、原水は暫定目
 標値を超過した状態を継続。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・個々の取水井で水質検査を実施し、高濃度の取水井を停止したが、原水は暫定
 目標値以下とならず、また代替水源も無いことから、浄化施設の整備を検討
 し、第１期工事（緊急的・応急的対策）として、既設の曝気槽を活用した粒状
 活性炭による浄化システム（既設の曝気槽内に設置していた箱の中身を遊離炭
 酸除去の補助材から粒状活性炭に置き換え）を整備。
・令和５年10月に既設の曝気槽を活用した活性炭による浄化システムが稼働し、
 それ以降、浄水（浄水場出口及び給水栓）は暫定目標値以下を継続。

【中期的対応】
・令和３年度以降は、概ね６月に１回の頻度で個々の取水井で水質検査を実施。令
 和４年度以降は、１月に１回の頻度で原水の水質検査を実施。
・曝気槽を活用した浄化システムよりも、安定的に安心安全な水道水を供給する
 ための中期的な対応について検討を進め、PFAS処理技術の性能に関して試験
 する民間企業を募集し、各社で試験等を実施しているほか、専門家により構成
 された水質改善対策委員会の意見を踏まえ、中期的な対策方針を決定する予
 定。
・現在、試験を行っている企業では、粒状活性炭のほか、イオン交換樹脂や他の
 ろ材によるろ過方式の試験を進めており、交換頻度や処分方法についても、各
 企業で検討を実施中。
・また、新たな水源地の確保も視野に入れた長期的な対応についても検討し、表
 流水や地下水、他の用水供給事業者からの受水など、あらゆる候補を洗い出し
 た上で、最良な案の選定を検討中。
・三井水源地における粒状活性炭による浄水処理後のPFOS・PFOA濃度の水質検査
 結果を市HPや広報紙で定期的に公表。

原水⇒粒状活性炭※⇒浄水（※既設曝気槽に粒状活性炭を充填）

深井戸

https://www.city.kakamigahara.lg.jp/life/suidou/1001633/1001635/1018902.html
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概要

※結果は試験終了後に公表予定

【その他】
・市内の地区ごとに開催しているまちづくりミーティングに水道部も出席し説明や
 質疑応答を実施。
・水質改善対策の状況、上水道における水質改善対策を専門家を交えて総合的に
 検討する「各務原市水質改善対策委員会」の開催状況、水道水におけるPFOS・
 PFOAに関するQ&A集などのほか、県と共同で実施している地下水調査等の状
 況、国や県の取組も、市HPで公表。
・市と県の環境部局が連携して市内の地下水や河川の水質調査を実施し、汚染範
 囲の特定を実施中。また、環境中のPFOS・PFOAに関する今後の方向性等の
 検討を行うに当たり、専門家会議を設置し、学識経験者の意見聴取を実施。
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⑦愛知県北名古屋水道企業団

事業体区分 上水道事業 事業規模 中規模

水源種別

浄水処理方法

HP https://www.kn-suido.jp/c1_suisitu.html

概要

【検出状況】
・令和３年３月に豊山配水場系統でPFOS及びPFOAの水質検査を行った結果、
 原水で175ng/L、浄水で150ng/L検出（豊山配水場の配水量は令和２年度ベ
 ースで総配水量の3.87%）。
・令和３年４月に師勝配水場系統で水質検査を行った結果、原水で76ng/L、浄
 水場出口で定量下限値以下。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・豊山配水場系統は暫定目標値を超えてPFOS及びPFOAが検出された井戸からの
 取水を停止し、水道用水供給事業からの受水量を増量して対応。
・師勝配水場系統は水道用水供給事業からの受水比率が大きく、配水場出口水は
 定量下限値以下のため、受水と井戸水の取水割合を変更せずに給水を継続。
・HPで検査結果を公表。

【中期的対応】
・豊山配水場は２回/年、師勝配水場は４回/年、中央配水場は１回/年を検査す
 る計画。

塩素消毒のみ

深井戸水、用供受水
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⑧三重県桑名市

事業体区分 上水道事業 事業規模 中規模

水源種別

浄水処理方法

HP

塩素消毒のみ

https://www.city.kuwana.lg.jp/suido/kurashi/kankyou/20231023.html

深井戸水

概要

【検出状況】
・多度小山配水区（多度中部送水場）の給水栓水で暫定目標値を超える数値が
 検出（290ng/L）。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・令和４年10月に多度中部送水場を停止し、多度北部配水場からの配水に切り
 替え。
・送水場を停止後、多度小山配水区の水質検査を実施し、定量下限値未満（検出
 されず）を確認。
・HPで経緯及び検査結果を公表。
・影響があった連合自治会長及び自治会長への説明及び回覧を依頼。
・三重県への報告、庁内関係部局との情報共有を実施。

【中期的対応】
・全ての給水栓及び原水について１回／年の検査を行う予定。
・新規水源計画（取水地点の変更）を進めていたところであったため、新規水源
 を活用できるよう連絡管を整備予定。
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⑨大阪広域水道企業団（四條畷水道事業）

事業体区分 上水道事業 事業規模 中規模

水源種別

浄水処理方法

HP https://www.wsa-osaka.jp/soshiki/gijutukanri/3/10142.html
https://www.wsa-osaka.jp/suido/shijonawate/oshirase/taharajyousuijyoukeinosuisitu.html

概要

【検出状況】
・令和２年10月６日採水の田原浄水場出口水から暫定目標値超過のPFOS及び
 PFOAが検出（10月26日結果判明）。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・結果判明後、当該地域への他系統からの切替方法等を検討。
・確認のため10月30日に浄水場出口に加え、原水（場内井、場外井）、給水栓
 も水質検査を実施したところ、原水（場内井）、浄水場出口、給水栓で暫定目
 標値超過を確認。原水（場外井）についても暫定目標値の90%の濃度。

・令和２年11月5日に田原浄水場（340m3/日）を休止し、水道用水供給事業から
 供給される浄水に切り替え。
・同日、HPで水質検査結果や水源切替を公表。
・水質検査結果や水源切替について、当該地域の自治会長等に説明し、回覧板で
 住民に周知。
・水質検査結果や対応方針について大阪府環境衛生課及び市と情報を共有。

【中期的対応】
・当該浄水場休止後も原水の濃度を定期的に確認したが、暫定目標値の超過が
 継続したため、浄水場を廃止。
・応急的に実施した水道用水供給事業からの受水への切替を恒久化。

原水⇒急速ろ過⇒浄水

深井戸水、用供受水
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⑩兵庫県宝塚市

事業体区分 上水道事業 事業規模 中規模

水源種別

浄水処理方法

HP

原水⇒凝集沈殿⇒急速ろ過⇒浄水

浅井戸水、深井戸水

https://www.city.takarazuka.hyogo.jp/suido/1001459/1027183/1051215.html

概要

【検出状況】
・令和２年４月に水質管理目標設定項目に位置づけられ、６月に水質検査を
 実施。
 超過地点 ：小浜浄水場原水（深井戸）55ng/L、小浜浄水場給水栓水54ng/L
 その他原水：小浜浄水場原水（浅井戸）29ng/L、惣川浄水場原水5ng/L未満
 その他給水：西谷庁舎15ng/L、水質試験所5ng/L未満、ゆずり葉緑地5ng/L
       未満、宝塚市上下水道局5ng/L、中山台サービスステーション
       7ng/L、武庫山公園5ng/L未満、長尾台ふれあい公園14ng/L
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・１回目(令和２年６月２日)の検査にて、市内1地点で暫定目標値の超過が判明し
 たが、それ以降の検査では暫定目標値以下での検出を確認。
・HP、試験年報で測定結果を公表。
・調査結果、問い合わせ内容等を環境部局と情報共有。

【中期的対応】
・給水栓８箇所と原水３箇所について、年４回の検査を継続。
 全井戸10箇所(※1)について、年１回(※2)の検査を実施。
 (※1)休止中の１箇所を除く (※2)令和６年より年２回
・PFOS及びPFOAの低減対策として、井戸２箇所の取水量を半減し、減量分は他
 の浄水場系浄水を送水し混合。令和６年８月より更なる低減対策として、
 同井戸２箇所の取水停止を実施。
・今後はさらに別系統からの配水量を増やすことを考案中。
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⑪岡山県吉備中央町

事業体区分 上水道事業 事業規模 小規模

水源種別

浄水処理方法

HP https://www.town.kibichuo.lg.jp/soshiki/26/13016.html

概要

【検出状況】
・給水栓の検査にて暫定目標値を超過。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・飲用制限措置（令和５年10月16日より11月21日まで）を実施し、水源の変
 更、浄水場沈殿池、急速ろ過地の洗浄、活性炭の入替、配水池の洗浄を実施。
・水源の変更後、変更箇所の水質検査（当初は５か所毎週実施）及び、末端給水
 栓における水質検査等も実施。
・農業用ダム水の取水と広域水道企業団からの受水により供給を実施。
・各家庭への役場からの放送でのお知らせ、住民説明会、個別文書の発送、HP
 の掲載。
・岡山県と連携し、原因究明等を環境部局、町住民課等と連携して実施。
・飲用制限措置に伴う応急給水対応として、当該地区への放送、自治会を通じて
 の通知、給水所６か所による給水と事業所への給水を実施。
・日本水道協会岡山県支部への協力要請。

【中期的対応】
・現在も供給地区３か所で月３回の水質検査を実施。
・令和８年３月までに広域水道企業団からの全量受水のための施設・設備・配管
 工事を実施。
・原因究明部会を設立し調査を実施。

原水⇒凝集沈澱⇒急速ろ過⇒粒状活性炭

ダム直接、浅井戸水、用供受水
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⑫沖縄県金武町

事業体区分 上水道事業 事業規模 小規模

水源種別

浄水処理方法

HP

原水⇒急速ろ過⇒浄水
原水⇒緩速ろ過⇒浄水
原水⇒粒状活性炭⇒緩速ろ過⇒浄水

https://www.town.kin.okinawa.jp/soshiki/jogesuidoka/yuukihultusokagoubutu/index.html

表流水(自流)､ダム直接､浅井戸水､用供受水

概要

【検出状況】
・原水である金武１号水源、金武２号水源、金武３号水源、金武４号水源、金武
 ５号水源、金武６号水源、和留美原水源１号にて超過。
・現在、給水栓においてPFOS及びPFOAの暫定目標値(50ng/L)以下で給水。

【応急的対応】
・金武浄水場及び並里浄水場で暫定目標値を超えて検出された後、個々の地下
 水源の状況を把握。
・当該水源からの取水制限および取水停止。
・浄化処理の強化として金武浄水場のろ過池に粒状活性炭を敷設。
・沖縄県企業局からの受水量を増量し、浄水場で浄水した水とブレンドし給水を
 継続。
・広報やHPで周知。各地区行政委員へ説明。
・県担当部局、県企業局、水処理メーカーから水質改善について相談。

【中期的対応】
・年に１回、金武浄水場及び並里浄水場の着水井においてモニタリングを実施。
・原因が解明できないため地下水源を活用せず、浄水場の稼働を停止。沖縄県
 企業局から全量受水し水道水を供給。
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